
王子労基協会報                                      第２６１号（１） 

                                                                                 

王 子 労 基 協 会 報        

      （公社）東 基 連 王 子 労 働 基 準 協 会 支 部           

        〒１１４－００２２  北区王子本町１－２２－３ 王子工業会館内  

             ＴＥＬ ０３－５９２４－３０４７  ＦＡＸ ０３－５９２４－３０４８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

（浮世絵に描かれる北区）東京真画名所図解  川口善光寺（岩淵）  （井上安治 1882～87 年） 

 表紙の浮世絵は、小林清親の門人である井上安治が師である清親の「川口善光寺雨晴」の原画からそ 

の構図を踏襲した作品です。安治は風景画を中心に教育画、歴史画も手掛けていますが「東京真画名所 

図解」１３０枚余りのうち半数は清親を原画とした作品となっています。（北区飛鳥山博物館所蔵） 
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 巻頭言 

  「安全について考える－自動車事故と飛行機事故 

から考えるリスクの許容と安全文化」 

   王子労働基準協会支部 衛生部会長   穂積 康弘        

（日本化薬株式会社 東京研究事務所） 

 

 

会員の皆様におかれましては、平素より王子労働基準協会支部の活動に格別のご理解とご協力

を賜り、厚く御礼申し上げます。７月の安全週間にあたり、各事業所では多様な安全活動が展開さ

れたことと存じます。 

さて、私たちは日常生活において当たり前のように「安全」という言葉を使っていますが、その

意味を改めて問われると、明確に説明するのは容易ではありません。危険な状況であれば、写真一

枚から「危ない」と直感的に判断できますが、「安全な状態」を言語化することは難しいものです。

国際標準化機構（ISO）では、安全を「許容できないリスクが存在しないこと」と定義しています。

つまり、安全を考えるにはリスクの存在とその受容の程度を理解することが不可欠です。 

そこで改めて、自動車事故と飛行機事故の比較を通じて、「安全」とは何か、そして私たちが日

常的にどのようにリスクを受け入れているのかについて考えてみたいと思います。2024 年、日本

国内で自動車事故による死者数は約 2,600人に上りました。一方、民間航空機事故による死者数は

ほぼゼロです。数値だけを見れば飛行機のほうがはるかに安全であるにもかかわらず、私たちが日

常的に感じる「安心感」は、むしろ自動車に対して強いのではないでしょうか。このギャップは、

リスクに対する感情的な反応に起因すると考えられます。飛行機事故はイメージとして衝撃的であ

り、稀であるがゆえに報道や記憶に強く残るため、過度な恐怖を感じやすいのでしょう。 

それでは何故、社会は死者数の多い自動車の利用を禁止せず、許容しているのでしょうか。そ

れは移動手段としての利便性を重視し、自動車のもたらすリスクを「受け入れている」からと考え

られます。これは『100％の安全』ではなく、『一定のリスクは許容する』という社会的合意に基づ

くものです。その結果として、日々自動車が広く利用されているのです。 

では、どこまでのリスクを私たちは受け入れられるのでしょうか。その基準は、年齢、性別、時

代、文化、国、産業、組織などにより大きく異なるでしょう。以前は許容されていた慣行が、現在

では不適切と判断されることも少なくありません。この背景には「安全文化」があります。安全文

化とは、組織や社会が安全に対して持つ価値観、態度、行動のあり方で、これが職場の安全意識を

形成していきます。日本では長年にわたる地道な取り組みによって、安全が重要視される風土が根

付き、労働者の生命・健康が最優先される文化が形成されています。その結果、高い安全基準が維

持され、現場でも未然にリスクを察知し回避する力が育まれているのです。 

10月には衛生週間が予定されています。この機会に、職場に潜むリスクを再点検し、「どのリス

クまでなら許容できるのか」を問い直すことで、安全文化をさらに深化させ、定着させることがで

きるでしょう。日々の小さな積み重ねが、重大な事故を未然に防ぐ力となります。皆様の職場にお

いて、安全文化がさらに成熟し、より安心で快適な労働環境が実現することを心より願っておりま

す。 
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◇ 令和７年度 全 国 安 全 週 間 説 明 会 
    

 第９８回全国安全週間 スローガン 

          「多様な仲間と 築く安全 未来の職場」 

 

 

 

 

 

 

 

第９８回全国安全週間説明会が、６月５日（木）北とぴあつつじホールにおいて王子労働基準監督署との共催

で開催され、約１００事業場ほどの参加がありました。 

 説明会冒頭、王子労働基準監督署、小林署長からは令和６年の東京局管内における労働災害の発生状況に触れ

た後「令和５年度からスタートした第１４次労働災害防止計画では、『安全衛生対策に積極的に取り組む事業場

が評価される社会』を目指しており、『安全衛生対策に積極的に取り組むことが事業者の経営や人材確保・育成の

点からもプラス』であることを強調しています。事業者にはそのための『人的投資』をお願いしたいと思います。

人的投資とは事業場で一緒に働く『人』に意識を傾けて、安全衛生対策に取り組むということです。」加えて、 

「労働者も労働災害防止を意識する瞬間を職場だけではなく、職場を離れた時で 

も持っていただき、普段の生活の中でも安全確認を行うようにすれば職場の中で 

無意識に安全確認を行うクセがつき労働災害の減少につながるはずです。是非、 

実践して下さい。」等の話がありました。 

続いて、王子労働基準協会支部、岡本安全部会長からは、全国安全週間の歴史、「 

と功績に触れた後、近時発生した交通災害を例に挙げ「身近にある事故なのであ 

れば事故を未然に防ぐ対策は重要ですが、それと同様にもしかしたらそれ以上に 

、力を入れるべきは、たとえ何らかの事故に遭遇したとしても被害を最小限に食 

い止めるための様々な処置方法の知識、もしもの時に正しい行動を起こせるよう 

な心の備え等、事前に想定できることをなるべく多く認識しておくことが大切な 

のであろうと思います。事故を未然に防ぐことは大切ですが、事故発生後の対処 

や、その後の事態予測に対して想定の幅を広げて多くの判断材料を持ったうえで 

事故に対処していくことが重要だと思います。」等の話がありました。 

〇 全国安全週間実施要綱 

      王子労働基準監督署 八尾 第二方面産業安全専門官 

 王子労働基準監督署管内の最近の労働災害発生状況を報告した後、全国安全週 

間実施要綱実施者の「本週間」「準備期間」における実施事項について説明。続いて、継続的に実施する事項とし

て、安全衛生活動の推進、具体的な事故事例を挙げながら最近の労働災害発生状況、並びに業種の災害特性に応 

 
  王子労働基準監督署 小林署長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
王子労働基準協会支部 岡本安全部会長 

 
八尾第二方面産業安全専門官 

 
畠中第二方面主任監督官 
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じた労働災害防止対策の強化等についての説明がありました。 

○ 最近の法改正等について 

     王子労働基準監督署 畠中 第二方面主任監督官 

 令和７年６月１日、労働安全衛生規則が改正され「職場における熱中症対策」が強化されることとなりま

した。その具体的な内容についての説明がありました。 

○ 事例発表 大同特殊鋼株式会社王子工場の安全衛生活動 

「吊り荷から離れる『ハーケンキャンペーン』 紹介」   

大同特殊鋼株式会社 王子工場 工場長 山口 真二 氏  

 初めに、大同特殊鋼株式会社の概要、生産品等について紹介の後、同社・王子工場における安全衛生活動

方針について説明がありました。現在、王子工場では重量物取り扱い作業が多い作業態様から安全衛生活動

イベントとして「ハーケン（玉掛け用クレーン）キャンペーン」を展開しています。 

毎月、９のつく日を「クレーンの日」として重 

量物の玉掛作業を主体としたパトロールを全員 

参加（輪番）で実施、パトロールを通じて玉掛 

作業に対する意識づけを進めて、危険源を抽出、 

共有し、互いに意見を出し合って、自職場改善 

に繋げています。 

王子工場では２１年間無災害を記録していま 

すが『「行ってきます！」と「ただいま！」の 

間は・・・』をスローガンとして家を出て帰宅 

するまでの考動と家族（仲間）を守る考動を促 

し、風通しの良い職場造りを目指して安全衛生 

管理活動が実施されており、労働災害の撲滅と従業員の健康と安全を守るための真摯な取り組みが伝わる事

例発表でした。 

その他に、東京労働局雇用環境均等部齋藤拓氏 

からは「育児・介護休業法の改正」についての説明、 

また、ハローワーク王子統括職業指導官川又氏より、 

東京の雇用情勢、人材確保・就職支援、及び、各種 

助成金等の施策についての説明がありました。                  

 

 

 

 

 

令和７年度第１回労務管理等実務講習会 

 

令和７年７月９日、北とぴあ９０２会議室に於いて 

第１回労務管理等実務講習会が王子支部、足立荒川支部、 

上野支部の３支部共催で開催されました。 

 本講習会は東基連本部が企画した「連続セミナー」と 

の抱き合わせで開催された講習会で、講師には東基連本 

部滝澤顧問、王子労働基準監督署松岡第一面主任監督官、 

東京労働局雇用環境均等部指導課吉田事務官に話をして 

頂きました。 

 
東京労働局 雇用環境均等部 

  指導課 齋藤拓様 

 
大同特殊鋼株式会社 王子工場 山口真二様 

 

 
ハローワーク王子 川又美加様 

 
講習会光景 
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問 合 先: 王子労働基準監督署  

方面 03-6679-0183 安全衛生担当 03-6679-0186 労災課 03-6679-0226 



（６）２６１号                                    王子労基協会報 

 

 

 

問 合 先: 王子労働基準監督署 

 方面 03-6679-0183 安全衛生担当 03-6679-0186 労災課 03-6679-0226 
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（ハローワーク王子だより） 
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（地産保だより） 
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                会 員 事 業 場 紹 介       

 

事業場名  株式会社読売プリントメディア 

所 在 地  東京都北区堀船４－２－１ 

設  立  １９８９年７月 

事業内容  印刷事業（新聞印刷、広報紙ほか） 

      紙面制作、印刷物デザイン 

      ロケーション事業 

従業員数  約４６７名 

      （２０２５年４月現在） 

                              本社（東京北工場）外観 

会社沿革 

 読売プリントメディアは、読売新聞東京本社１００％出資の総合印刷会社です。東京都に３か所（北区、

江東区、府中市）および横浜市１か所の計４か所に印刷拠点を、読売新聞東京本社内に大手町センターを展

開し、読売新聞の朝刊部数のおよそ４分の１を印刷しています。読売新聞の他にもスポーツ報知、企業・団

体様からの各種業界紙、ミニコミ紙、地域新聞および自治体広報紙や選挙公報等のご用命にも幅広く対応し

ています。また、新聞や宅配の輸送管理、取材用の配車管理、ロケーション事業など幅広い事業を展開して

います。 

 

安全衛生の取り組み 

読売プリントメディアでは、社長が「安全は全てに優先する」という 

安全衛生宣言をしております。社員はこの基本理念に基づき、全社一丸 

となって災害ゼロを目指し、日夜業務に従事しております。 

 ～安全衛生宣言～ 

 １．リスクアセスメントを実施し、危険有害要因を除去・低減します 

    各拠点ごとにリスクアセスメントを実施し、事故が起こる前に危険 

個所や作業を評価し、危険度の低減を図る改善対策を行っています。 

 ２．安全のための教育・啓蒙活動を行います 

    入社した社員は、雇入れ時の安全教育はもちろん、全社員危険作業を体感してみる「安全道場」を受講 

するなど、安全教育・啓蒙活動に力を入れています。 

 ３．コミュニケーションの良い職場をつくり、全員参加による安全衛生活動を推進します 

    毎月の安全衛生委員会などでも活発に意見交換できるよう、日ごろから風通しの良い職場づくりに努め 

ています。 

                   ４．心身の健康の保持・増進対策を実施します 

   弊社には、社員として「保健師」が常駐し、社員の健康管理や 

産業医との連絡役として業務を行い、定期的に社員との面談も行 

っています。そのため健康診断結果による産業医面談や私傷病管 

理なども確実に行うことができます。 

                   

フットサルコート（東京北工場） 



 ６月 

 

◆６・ ４ 危険予知訓練研修会 

       （城東職業能力開発センター） 

◆６・ ５ 会報第２６０号発行 

       （王子労働基準協会支部） 

◆６・ ５ 令和７年度全国安全週間説明会 

       （北とぴあつつじホール） 

◆６・ ９ 熱中症予防セミナー 

       （北とぴあスカイホール） 

◆６・１２ （公社）東基連定時総会 

           （上野、精養軒） 

◆６・１８ 会報第２６１号編集会議 

      （王子労働基準監督署会議室） 

 

 

７月 

 

◆７・ ４ 第２１回東京産業安全衛生大会 

        （一ツ橋ホール） 

（Safe Work Tokyo 2025） 

◆７・ ９ 第１回労務管理等実務講習会 

       （北とぴあ９０２会議室） 
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           協会だより６月～７月の主な事業活動 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

          

 

 

    編集後記                  総務部会 幹事  市川 俊秀 

                                                   （社会保険労務士法人 市川・鏑木事務所） 

 

7/18関東も梅雨明け宣言が出て本格的夏に突入しました、会員の皆様も「酷暑」と戦われていることと推測いた

します。 

昔のシトシト雨の梅雨でなく突然の豪雨が短時間の感じでしたが、コメ不足の昨今、田んぼの水は大丈夫でしょ

うか 

65 歳を超えた私ですが、幼年期時代の夏休み、気温 30℃と聞くと、とんでもない日と思っていましたが、今や

35℃と聞いてもさほど驚かない自分に驚きます。 

小学生時代、今日は水温が低いからプールは中止と聞いてガッカリしたものですが、近年では気温・水温が高す

ぎて、外の活動が危険なので中止の日のほうが多いと聞きました。 

扇風機付ベスト(空調服)は建設業、警備業、運送業と多様の業種で普通に見かけます、性能は急速に進化し、価

格は下がっており急速に広まっています．着ている方に聞くと体感 3から 6℃違うのでこれがないと外作業は無

理とまで言います、2004年開発されたようですが実際広まったのは 2020年代コロナ後だった感があります。 

今では男性がさすことも珍しくない「日傘」(私も昨年デビューしました)も先日 30年前の銀座風景がテレビに出

ましたが、上品な女性が２．３人さしていた程度で急速に広まった一つと言えます。 

生物界にも温暖(熱帯)化は進んでいるようで「サケの網にブリが大量に入った」「イカやサンマが全く取れない」

「東京湾に熱帯魚が沢山いて、サンゴ礁もある」などのニュースも聞きます、地元北区でも 4.～5 年前から「ツ

マグロヒョウモン」「アカホシゴマダラ」など南方系の蝶の繁殖が確認されています(マニアックですが) 

6/1 改正労働安全衛生規則により職場における熱中症対策が義務化されました、労働法関係の改正はあまり関心

を示さない事業所が多いのですが熱中症対策には多くの事業所から問い合わせがあり、時代に合ったタイムリー

な改正と感じています。熱中症対策は職場、経営者だけが考える問題でなく、気温 40℃近くなって多くの人が体

調を崩すのも問題大ですが、多人数が同じ条件下で作業する中。１．２人が体調悪化するのは個人の普段(前日)

の生活の影響も大きいと思います、各人が十～分気をつけましょう。 

１０月中ごろ迄夏日が続く、長が～い夏になりそうです、頑張りましょう、耐えましょう。 
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